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第第第第ⅠⅠⅠⅠ章章章章    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

１ 目的 

 

この報告書は、地教行法第２７条の規定に基づき、平成２２年度の教育委員会の点検及び

評価を行い、教育に関する学識経験者の意見を付して報告するものです。 

この報告書により効果的な教育行政の推進に資するとともに町民への説明責任を果し、町

民から信頼される教育行政を推進してまいります。 

 

２ 点検評価の概要 

 

点検評価の実施にあたっては、羅臼町教育委員会が行った点検及び評価の結果をまとめた

ものです。 

評価の基準 

Ａ：達成状況の充分なもの（効果が現れているもの） 

Ｂ：ほぼ達成しているもの（一部効果が現れているもの） 

Ｃ：進行中（進行はしているが効果がみられないもの） 

Ｄ：計画はしたが未着手のもの。 

 

３ 学識経験者の知見の活用について 

地教行法第２７条第２項に規定する教育に関する学識経験者の知見を活用する事が法で定

められており、点検評価の客観性を確保するため、羅臼町教育行政点検評価に係る委員を委

嘱し、会議を通じて各事業の点検評価内容の説明を行うとともに、５名の各委員から具体的

な意見などをいただきました。 

 

４ 教育行政評価委員名及び委員の任期について 

氏   名 住       所 職    業 備 考 

二 宮 信 一 釧路市城山１－１５－５５ 釧路教育大学准教授 教育学・特別支援教育 

境  智 洋 釧路市城山１－１５－５５ 釧路教育大学准教授 地域学校教育 

芦 崎 輝 雄 羅臼町八木浜町２４ 会社役員 元羅臼町教育委員長 

関  勝 則 羅臼町麻布町５０ 会社役員 道社会教育アドバイザー 

佐 々 木 泰 幹 羅臼町幌萌町６２３－４２ 知床山岳ガイド 知床山海塾塾長 

 

任期：平成２２年４月１日から平成２４年３月３１日 
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第第第第ⅡⅡⅡⅡ章章章章    羅臼町教育委員会羅臼町教育委員会羅臼町教育委員会羅臼町教育委員会のののの活動状況活動状況活動状況活動状況    

１１１１    教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会のののの活動活動活動活動    

（１）教育委員会の開催 

 羅臼町教育委員会は、毎月１回の定例会の開催と、教育懇談会や教育課題に対する協議会 
などを開催し、事務局との連携を図りながら教育行政の推進に関する意見の交換会や視察・ 
研修などを実施し、教育行政の推進に努めてきました。 
 平成２２年度の教育委員会の会議は、原則毎月最終週に定例会を開催し、会議終了後には 
研修会や懇談会を行い、より理解を深める活動を行っています。 
 会議の開催状況は次の通りです。 

定例会・協議会等の開催 

開  催  日 付   議   案   件 

平成２２年 ４月２０日 【報告事項】 
第 ４号 諸会議・諸事業について 
【協議事項】 
議案 第１５号 平成２２年度 準要保護児童生徒の認定について 
議案 第１６号 羅臼町立学校の校務用コンピューター等の運用に関する

規定及び取扱い要領の制定について 
議案 第１７号 修学旅行の引率業務に従事する羅臼町立学校職員の勤務

時間の割振り等に関する要領の制定について 

平成２２年 ５月２４日 【報告事項】 
第 ５号 諸会議・諸事業について 
第 ６号 羅臼町中高一貫教育協議会設置要綱の一部改正について 
第 ７号 専決処分した平成２１年度教育予算の補正予算について 

平成２２年 ６月２３日 【報告事項】 
第 ８号 諸会議・諸事業について 

平成２２年 ６月２３日 第１回教育委員協議会 「中学校の建設について」 

平成２２年 ７月２８日 【報告事項】 
第 ９号 諸会議・諸事業について 
【協議事項】 
議案 第１９号 平成２３年度から使用する小学校用教科書について 
議案 第２０号 平成２３年度使用教科書のうち学校教育法附則第９条に

規定する教科用図書の採択基準について 

平成２２年 ８月２７日 【報告事項】 
第１０号 諸会議・諸事業について 
第１１号 地域活性化・きめ細やかな臨時交付金による羅臼町公民館及び羅臼町

民体育館部分改修工事について 
【協議事項】 
議案 第２０号 平成２２年度準要保護児童生徒の認定について 
議案 第２１号 羅臼町営体育施設等設置条例の一部を改正する条例制定につい

て 
議案 第２２号 羅臼町営体育施設等設置条例施行規則の一部を改正する規則の

制定について 

平成２２年 ９月２７日 【報告事項】 
第１２号 諸会議・諸事業について 
【協議事項】 
議案 選挙 第 １号 羅臼町教育委員会委員長の選挙について 
議案 第２３号 羅臼町教育委員会 委員長職務代理者の指定について 
議案 第２４号 平成２２年度教育費予算補正について 

平成２２年１０月２５日 【報告事項】 
第１３号 諸会議・諸事業について 
【協議事項】 
議案第２５号 平成２２年度準要保護児童生徒の認定について 
【その他】 
（１）羅臼町教育行政の点検・評価内部評価調書他３件 

平成２２年１０月２５日 第３回教育委員協議会 「中学校の建設について」 
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平成２２年１１月 ８日 【協議事項】 
議案 第２６号 学校職員の処分内心について 

平成２２年１１月２４日 【報告事項】 
第１４号 諸会議・諸事業について 
第１５号 「地域活性化・きめ細やかな臨時交付金改修工事」設計変更に

伴う工事内容の変更について 

平成２２年１２月１０日 【報告事項】 
第１６号 平成２２年度（平成２１年度対象）羅臼町教育行政の点検・評

価報告書について 
【協議事項】 
議案第２７号 平成２２年度準要保護児童生徒の認定について 

平成２２年１２月１０日 第１回 校長会との教育懇談会「学力の向上対策について」 
第１回 教育委員研修会 「根室管内の教育について」 

講師：根室教育局学習支援課長 渋川賢一氏 

平成２３年１月２７日 【報告事項】 
第１号 諸会議・諸事業について 
【その他】 
（１）平成２２年度中学校卒業生の進路希望調査 
（２）平成２３年度羅臼町議会第１回臨時会関係議案説明 
（ア）飛仁帯小学校解体工事 
（イ）公民館備品購入 
（ウ）郷土資料室整備事業 

平成２３年 ２月２２日 【報告事項】 

第 ２号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案第１号 平成２２年度準要保護児童・生徒の認定について 

議案第２号 平成２２年度教育費補正予算について 

議案第３号 平成２３年度教育行政執行方針について 

議案第４号 平成２３年度教育費予算の編成について 

【その他】 

平成２２年度幼稚園・小中学校卒業式日程について他１件 

平成２３年 ３月１７日 【報告事項】 

第 ３号 諸会議・諸事業について 

【協議事項】 

議案第 ５号 平成２３年度準要保護児童・生徒の認定について 

議案第 ６号 羅臼町教員研修実施要綱の制定について 

議案第 ７号 羅臼町立学校等フッ化物洗口事業実施要綱の制定について 

議案第 ８号 羅臼町学習活動支援実施要項の制定について 

【その他】 

平成２３年度 昇任教頭、転任教頭及び新規採用職員辞令交付式について 

他２件 

平成２３年 ３月１７日 第４回 教育委員協議会 「中学校の建設に向けた課題の検討」 

 

 

ⅰ 開催回数 ・定例会 １３回 

ⅱ 審議事項 ・議決案件１５件 ・報告案件１６件 ・協議案件３件 ・その他２件 
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（２） 教育委員の活動状況 

①研修会に関する事項 

ⅰ 根室管内教育委員会連合会定期総会・研修会（根室市） 

ⅱ 北海道教育委員会連合会研修会（札幌市） 

ⅲ 教育委員研修会「羅臼町の学校給食における地産地消の状況について」 

ⅳ 教育委員研修会「羅臼町の児童生徒の学力の状況について」 

ⅴ 教育委員研修会「児童生の体力運動能力の結果について」 

②学校行事に関する事項 

ⅰ 羅臼幼稚園、春松幼稚園の卒園式・入園式・運動会・発表会・公開授業研 

・全道国公立幼稚園教育研究大会プレ大会 

ⅱ 羅臼小学校、春松小学校卒業式・入学式・運動会・学芸会・公開授業研 

・学習指導法研究大会 

ⅲ 羅臼中学校、春松中学校卒業式・入学式・体育大会・文化祭・公開授業研 

ⅳ 羅臼高等学校卒業式・入学式・学校祭・中高一貫教育 

③社会教育に関する事項 

ⅰ 羅臼町成人式   ⅱ 羅臼町文化祭   ⅲ 文化協会総会 

④体育行事に関する事項 

ⅰ 国後眺望駅伝大会  ⅱ 総合型スポーツクラブ「らいず」総会 

⑤その他 

ⅰ 羅臼町校長会との教育懇談会の開催   ⅱ 教育委員の幼稚園・学校訪問 

ⅲ 高校生の水産教室  ⅳ羅臼町敬老会  ⅴ 閉校地域保護者との懇談会 

    

（３） 条例・規則等の制定、計画等の策定状況 

議案番号 条例・規則等の制定、計画等名 担 当 課 

第１６号 
羅臼町立学校の校務用コンピューター等の運用に関する規定及び取扱い要
領の制定について 

学 務 課 

第１７号 
修学旅行の引率業務に従事する羅臼町立学校職員の勤務時間の割振り等に
関する要領の制定について 

学 務 課 

報告第６号 羅臼町中高一貫教育協議会設置要綱の一部改正について 学 務 課 

第２１号 羅臼町営体育施設等設置条例の一部を改正する条例制定について 社会教育課 

第２２号 
羅臼町営体育施設等設置条例施行規則の一部を改正する規則の制定につい
て 

社会教育課 

第 ６号 羅臼町教員研修実施要綱の制定について 学 務 課 

第 ７号 羅臼町立学校等フッ化物洗口事業実施要綱の制定について 学 務 課 

第 ８号 羅臼町学習活動支援実施要項の制定について 学 務 課 

 

（４）主な調査 

調査月日 調    査     名 担 当 課 
平 成 ２ ２ 年 ２ 月 ２ 日 小学校ＣＲＴ調査 学 務 課 
平 成 ２ ２ 年 ２ 月 ４ 日 中学校ＣＲＴ調査 学 務 課 
平成２２年４月１９日 春松中学校第１回学級満足度調査 学 務 課 
平成２２年４月２７日 羅臼中学校第１回学級満足度調査 担 当 課 
平成２２年６月１８日 羅臼小学校第１回学級満足度調査 学 務 課 
平成２２年８月２６日 春松小学校第１回学級満足度調査 学 務 課 
平成２２年１１月９日 羅臼小学校第２回学級満足度調査 学 務 課 
平成２２年１１月２２日 羅臼中学校第２回学級満足度調査 担 当 課 
平 成 ２ ３ 年 １ 月 ６ 日 春松中学校第２回学級満足度調査 学 務 課 
平成２３年１月２８日 春松小学校第２回学級満足度調査 学 務 課 
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（５）いじめ・不登校への取組み 

 ・平成２２年度は深刻ないじめ発生の報告はない。 

 ・不登校の対策については、毎月３日以上欠席の児童生徒は、学校から詳細について報告

を求め、必要な案件については福祉課や民生児童委員、警察、児童相談所とも連携を図

り対応している。 

 

・平成２２年度の不登校（園）の状況（理由の如何を問わず３日以上欠席した児童・生徒の実態） 
学校名等 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月・９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 計 備    考 

羅臼幼稚園 １名 １名 １名 １名 １名 １名 ０名 ０ ０ ０ ０ １名 特定の園児が欠席 

春松幼稚園 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０名  

羅臼小学校 ０ ０ ０ １名 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０名  

春松小学校 ４名 １名 ５名 １名 ５名 １名 ３名 ２名 ２名 ５名 ３名 １４名

手首骨折のため自

宅療養・ネフロー

ゼ・パニック症候

群・風邪・保護者の

都合・入院等 

羅臼中学校 ３名 ５名 ６名 ２名 ４名 ３名 ５名 ４名 ５名 ４名 ７名 １２名 
不登校・不登校傾向生

徒 

春松中学校 １名 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名 ２名 

集団に馴染めな

い・体調不良、家庭

の事情・病院通院中 

 

（６）教育委員会が行った主な教職員の研修等 
開 催 月 日 研   修   会   名 講  師  等 

平成２２年５月１４日 
第１回確かな学び推進プラン研修会 
「ピュアサポート研修会」（春松中学校会場） 

講師：日本教育相談学会 
会長 中野武房氏 

平成２２年５月２６日 第１回羅臼町特別支援教育プロジェクト会議 講師：羅小校長工藤 崧氏 

平成２２年５月３１日 
第２回確かな学び推進プラン研修会 
「キャリア教育の大切さ」（羅臼町公民館会場） 

講師：名寄産業高校 
教諭 真鍋孝徳氏 

平成２２年７月 ８日 
第３回確かな学び推進プラン研修会 
「理科実験の進め方①」（羅臼小会場） 

講師：教育大学釧路校 
准教授 境 智尋氏 

平成２２年７月１６日 第１回羅臼町特別支援教育コーディネーター研修会 
講師：中標津高等養護学校 

教諭 武田智一氏 

平成２２年７月２０日 第２回羅臼町特別支援教育プロジェクト会議 教育指導主幹 山崎 守 

平成２２年７月２６日 羅臼町中高一貫教育研修会（羅臼小会場） 
講師：根室教育局 
学習支援課長 渋川賢一氏 

平成２２年８月１９日 平成２２年度期限付き採用教員研修会 
講師：根室教育局指導班 
主査 菅原 巧氏他教育委

員会職員 

平成２２年８月２４日 子育て支援と特別支援教育の行政連携の視察研修 芽室町・中札内村 

平成２２年９月 ２日 羅臼町ミニ道研①教職員向け②ＰＴＡ向け 
（羅臼町公民館会場） 

講師：道研企画研修部 
三浦 務主幹潟沼史朗主事 

平成２２年９月２７日 平成２２年度新採用教員交流研修会 
講師：羅臼海上保安署員他 

教育委員会職員 

平成２２年１１月９日 家庭教育学級講演会 
講師：北海道大学 

教授 田中康雄氏

平成２２年１２月７日 
第４回確かな学び推進プラン研修会 
「理科実験の進め方②」（春松小会場） 

講師：教育大学釧路校 
准教授 境 智尋氏 

平成２３年２月２２日 ＥＳＤ教育推進に係る研修会 
講師：教育大学釧路校 

教授 神田房行氏 

平成２３年２月２５日 
第２回道研プロジェクト研修 
道立教育研究所と羅臼町が進める「子ども達の家庭
における学習習慣の形成に関する研究」 

講師：道研企画研修部 
主事 潟沼史郎氏 

平成２３年３月 ８日 第２回羅臼町特別支援教育コーディネーター研修会 
講師：教育大学釧路校 

准教授 二宮信一氏 
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第第第第ⅢⅢⅢⅢ章章章章    重点施策重点施策重点施策重点施策のののの点検点検点検点検・・・・評価評価評価評価    
        

羅臼町教育委員会は、例年教育行政執行方針を示し、各分野ごとに目標を定め施策の重点

化を図りながら教育行政を推進してきました。この分野ごとの施策の点検・評価を行い平成

２２年度の主な取組状況や成果・課題・問題等についてまとめた内部評価調書について説明

し、外部評価委員より意見をいただきました。 

（（（（１１１１））））幼稚園教育幼稚園教育幼稚園教育幼稚園教育のののの充実充実充実充実    

①教育内容の充実への取り組みや小学校との接続のためのカリキュラム開発などは評価され

ます。特に、羅臼地区、春松地区の幼・小・中連携のメリットを活かした取り組みは、羅

臼町ならではの地理的環境を活かしたもので、より戦略的に相互交流がなされることを期

待します。 

 

②新学習指導要領では、小学校 1年生体育科の時間数が 90 時間から 102 時間に増えました。

このことは、幼児期のうちからの「身体作り」が必要であることが背景にあります。健康

診断、体位測定などを分析し、子ども達の「育ち」の実態からの教育カリキュラムの充実

が一層図られることを期待します。 

 

③幼稚園の施設面ですが、羅臼幼稚園のホールの音響の問題があります。幼児期に「集団の

中で言語的指示に従う」という経験を積むことが、小学校での集団行動においての基礎と

なっていくものと考えますが、ホールの構造上の問題から、音が天井に抜けてしまい、教

師の声が子どもに届かない状況となっています。このことは、子どもにとって、「聞いても、

聞こえない」状況となり、その結果、「聞くということへの放棄」に繋がり、「聞くという

態度の形成」が阻害されてしまう恐れがあります。専門家による調査と改修が必要と思わ

れます。 

 

④幼児教育は、子育て支援と切り離すことはできません。保護者との連携が必須であると思

います。特に、若年層の保護者へは、「子育ての学び」の機会を設けるなど、積極的な関わ

りが重要と思います。「早寝、早起き、朝ごはん、歯磨き、外遊び」などは、保護者が担わ

なければならない課題ですし、「学びの場」を設けることで保護者同士が繋がり、孤立を防

ぐことに繋がり、子育て不安への対応策として重要です。子育て支援センター（発達支援

センター）との連携を積極的に図り、そのような子育て支援機能が持てる幼稚園に発展し

ていくことを期待します。 

    

⑤幼児教育の充実には、幼稚園教諭の質的向上は必須の条件です。教師という仕事は、「自ら

研鑽することを本質的に要請されている仕事」です。行政のバックアップによる研修機会

の提供、幼稚園の教員集団自身による計画的な研修計画が立案され、実施されていくこと

を期待します。 

 



 9

（（（（２２２２））））学校教育学校教育学校教育学校教育のののの推進推進推進推進    

Ⅰ 確かな学力を育む学習指導 

①Ｐ．ドラッカーの調査によれば、「子どもにエネルギーをかけるのと同等か、それ以上に指

導者養成にエネルギーを割く」ことが、発展の重要な要素であると言われています。教員

集団が「主体的に学ぶ」意識を持つことが重要で、そのような土壌を学校内の風土として

築かれるよう期待します。また、若年教員を支える研修、研鑚の場を行政が積極的に後押

しすることにも期待します。 

  問題は、効果的な研修、研鑚です。羅臼町の子どもに貢献できる内容であることが求め

られます。研修の質的検討が求められます。  

②今の学校の先生は、忙しくて研修を受けるよりも学校にいたいと考えている人が多くみら

れる。こちらから研修に行くよう仕向ける取り組みはとてもたいせつである。 

 

Ⅱ 豊かな心や健やかな体を育む教育 

①コミュニケーション能力の向上には、意図的に練習する場（読書含む）のみならず、日常

の授業内、学校生活内での取り組みが必要と思われます。「聞く・話す」という領域を、す

べての学校活動の中で意識化していくことが必要と思われます。そのことが、子どもと子

どもを繋げていき、確かな学力を育む取り組みの促進や生徒指導上の問題（不登校等を含

む）の減少など、豊かな教育活動に繋がっていくももと考えます。健康の問題は、一生涯

に渡る課題です。生活基盤の安定は、保護者との連携の中で図られなければ効果はありま

せん。ＰＴＡ活動とも連動させ、大人が総意で取り組む課題であると思われます。また、

性教育の取り組みや「親になるプロセス」作りの教育も強化される必要があると思います。 

 

    Ⅲ 特別支援教育の推進 

①特別支援学級のみならず、通常学級に在籍する子どもに対する支援員配置等の取り組みは、

評価できます。特別支援教育の目標は、学校教育の中だけで完結する問題ではありません。

幼児期から青年期までの一貫した支援のためには、個別の支援計画は重要です。教員は転

勤族であることを踏まえると、保健福祉関係機関等と充分連携し、羅臼町の支援システム

を構築していくことが必要と思われます。 

 

 Ⅳ 中高一貫教育の推進 

①中学生の学習意欲の低下は、現在行われている教育活動への子どもたちからの評価と読み

取ることができます。その背景には、将来の自分の有り様が、それなりに見えてしまって、

「努力すること」の意味が見えなくなってしまっているのかもしれません。自己実現の可

能性の幅が限定されている中で、「意欲」を高めることは、簡単なことではないと思われま

すので、子どもたちのニーズを充分分析し、それに応える教育内容の編成が求められてい

ると思われます。  

②昔は高卒でも漁業という好条件の就職先があるのでそれで良かったが、近年では漁業に魅

力がなくなったために進学する生徒が多くなった。産業が衰退しているのは事実であるが

日本の漁村全体で見ると、羅臼町は漁獲量、金額ともにトップクラスの豊かな海である。 
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  しかし、豊かな中で豊かさを教育してもなかなか伝わらない現実がある。北海道の漁場

の中には漁獲量が１箱程度というところもある現実を理解する必要がある。 

自分の住む町との違いを体験させることにより、羅臼町の豊かさを学ばせてほしい。京

都や東京の文化に触れるのも結構なことだが、羅臼を守るという意識付けのためには、似

て非なる地域の体験が効果的と考える。 

 

Ⅴ 自然環境教育の推進 

①子ども達にとって、羅臼の自然は空気のようなもので、日常生活を送っている中では、そ

の良さ、素晴らしさ、価値に気づけないでいると思われます。また、この町で暮らし続け

ていくためには、羅臼の自然と共存していく知恵も必要であると考えますので、最新の科

学的な根拠に基づく「自然環境教育」と、この地域で生きていくための「この地域で培わ

れた知恵」を伝え、発展させていく教育が必要である。 

②クマ学習や知床学が羅臼の特色となっていますが、到達点がどこなのかはっきりしません。

せっかく覚えたものの利用する機会がないので忘れました、では全く意味がなく、後に続

かないと思います。例えば修学旅行を受け入れ、ガイドをさせるような事業展開が必要な

のではないか。 

     

 Ⅵ 不登校の状況について 

①風邪、骨折等を除いて、不登校、不登校傾向、集団になじめないなどの子どもに対するア

プローチを丁寧に行いつつ、その要因を明らかにし、学校改善、授業改善に繋げて行くこ

とが重要と思われます。不登校をゼロにしていくための学校の取り組みに期待します。    

（（（（３３３３））））社会教育社会教育社会教育社会教育のののの推進推進推進推進    

Ⅰ 社会教育 

① 社会教員委員の自主性の問題や子育て支援関連事業の停滞、青年リーダー養成事業、地

域に根ざす事業などの不振は、共に「人材育成」の課題と捉えることができます。人材育

成は、短期的な問題ではなく、長期的な展望の中で進めていかなければなりません。時間

をかけてじっくり計画を作り上げること、担うべき人々へのアプローチのみならず、次の

時代に担ってもらう人々への先行的な働きかけを通して養成していく必要性を感じます。 

②社会教育の推進について、教育委員会だけで話し合ってもダメなので、町全体で話し合う

場を設定し取り組んでいただきたい。 

 

 Ⅱ 公民館 

①今の世代は、経済的、文化的な変遷の中で作られた構造的な問題を背景として、「繋がり」

が欠如した状況で育てられてきた世代です。周囲と自分との距離をほどほどに保ち、自分

の空間、時間を優先する状況は、そのような背景の中から作られてきていると捉え、接近

していくことが重要と思われます。「繋がる」ことの良さの発見、実感がなければ、自主的

に自ら動き出すことは困難と思われます。そのような状況を作り出す「仕掛け」や「戦略」

を練っていくことが必要と思われます。 
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 Ⅲ 図書室 

①生活を豊かにしていく「文化」の醸成は、羅臼町のような地域では、意識的に行っていか

なければならない課題であると思います。図書館活動に力を入れていくことは、図書館の

みの問題ではなく、地域文化全体の抱えている課題への接近と捉え、生活文化、学習文化

全体のビジョンをもち、その中の図書室として位置付けていく必要があると思います。 

 

 Ⅳ 社会体育 

①施設の老朽化等の課題はありますが、積極的に行われていると思います。事業のタイトル

にもありますように、社会体育の実践は、健康づくり等の目的を持ちながら、「地域づくり

推進事業」としての性格を併せ持っており、スポーツを通して、人と人が繋がり、新たな

地域づくりに繋がっていく可能性を持っている活動です。ますますの発展を期待します。    


